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１．学習の到達目標 
運動の合理的，計画的な実践を通して，知識を深めるとともに技能を高め，運動の楽し

さや喜びを深く味わうことができるようにし，自己の状況に応じて体力の向上を図る能力

を育て，公正，協力，責任，参画などに対する意欲を高め，健康・安全を確保して，生涯

にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。 

 
２．学習の評価 
評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 
評価の規準 運動の楽しさや

喜びを深く味わ

うことができる

よう、公正、協力、

責任などの態度

を身に付けると

ともに、健康・安

全に留意して自

ら運動をしよう

とする。 

自己やグル

ープの能力

と運動の特

性に応じた

課題の解決

を目指して、

活動の仕方

を考え、工夫

している。 

自己の能力と運動の特

性に応じた課題の解決

を目指して運動を行う

とともに、運動の技能

を高めている。また、

自己の体力や生活に応

じて体力を高めている

ための運動の合理的な

行い方を身に付けてい

る。 

社会の変化とス

ポーツ、運動技

能の構造と運動

の学び方、体ほ

ぐしの意義と体

力の高め方に関

する基礎的な事

項を理解し、知

識を身に付けて

いる。 
 
評価の方法 

 
出席状況、授業態度、学習の取り組み状況、課題・ノートなどの提出物の状

況、小テストなどを総合的に判断して評価します。 
 

 
３．教科からのメッセージ 
体育の授業では選択制（希望種目）授業を行っており、学期ごとに種目を変えています。 

また、武道・ダンスの種目もとりいれています。 
単に一過性の楽しさの追求だけでなく、技能を習得し高めたりする喜びや、運動の特性

に応じた楽しさや喜びを味わうことが大切です。 
 
 
 

教科 科目 単位数 学年 学科 区分 使用教科書 
保健体育 体育 ２ ２ 全科 必修 なし 



年間指導計画 科目名 保健体育（体育） ２単位  ２学年 
学

期 
月 

学習項目 
（単元・考査など） 

おもな学習内容 

１
学
期 

４ 
５ 

 
 
 
 

６ 
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 ９ 
１０ 
 
 
 
 
 
 
１１ 
１２ 
 
 
 
 

１ 
２ 
３ 

体育理論 
体つくり運動 
（スポーツテスト含む） 

・自分の体に関心を持ち、自分の体力や生活に応じた課題を持

って運動を行い、体ほぐしをしたり、体力を高めたりすると

ともに、これらの運動を生活の中で実戦することができるよ

うにする。 
・体つくり運動に対する関心や意欲を高めるとともに、互いに

協力して運動ができるようにする。 
体育理論 
選択Ⅰ 
陸上競技 

 ダンス 
 器械運動 

・自分の能力に応じて運動の技能を高め、競技したり、記録を

高めたりすることができるようにする。 
・互いに協力して練習や競技ができるようにするとともに、健

康・安全に留意して練習や競技ができるようにする。 
・リズムのとり方や動き方、相手との対応のしかたなど自由に

工夫できるようにする。 
・まとまりのある動きを工夫して踊ったり作品にまとめ発表し

あったりできるようにする。 

２
学
期 

体育理論 
選択Ⅱ 
バレーボール 
ソフトボール 
ダンス 

・チームの課題や自分の能力に応じて運動の技能を高め、作戦

を生かした攻防を展開してゲームができるようにする。 
・生涯にわたって親しめるように、各競技の特性や効果的な練

習法、正しい審判法、ゲームの運営などについて理解する。 
・リズムのとり方や動き方、相手との対応のしかたなど自由に

工夫できるようにする。 
・まとまりのある動きを工夫して踊ったり作品にまとめ発表し

あったりできるようにする。 
体育理論 
選択Ⅲ 
バレーボール   
ソフトボール 
武道（剣道、柔道） 

・基本動作や得意技を身に付け、相手の動きに対応した攻防を

展開して練習や試合ができるようにする。 
・互いに相手を尊重する態度や公正な態度で安全に練習や試合

ができるようにする。 
・武道の特性や伝統的な行動の仕方を理解する。 

３
学
期 

体育理論 
球技Ⅳ 
バスケットボール 
サッカー 

・チームの課題や自分の能力に応じて運動の技能を高め、作戦

を生かした攻防を展開してゲームができるようにする。 
・生涯にわたって親しめるように、各競技の特性や効果的な練

習法、正しい審判法、ゲームの運営などについて理解する。 

 


